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その他のタイトル Rules for the Translation of the Japanese “























(18) 1. 目的の“i青)) ••• NP1が NP2に V2させるために、 NP2に請求する。
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おく。「中日対訳コーパスj からうンダムにした 2001:71の fテモラウj 文につ




























































ラウJは f働きかけj と f患窓利主主j とを了同時に表していると考えられるため、話
し手は働きかけの動作主であると同時に直接受益者でもあ

































































































































いずれも話し手と関わりがあることが分かる。 (7) (9) では、「送自己(自分を送
る)J I替地(彼女の代わりに)Jといった補語によって、仕手の動作と話し手との
関わりが示されている。 (8) (10) に関して、以下のように話し手が仕手の動作の
補語として現れれば、その関わりも明確になる。
(8) ， {也 l青 白向山 (拾自己) 子干了窃方。
彼は てもらう 白問UJに 自分に/のために 処方築を書く。
(10) ， イ也 1青 宰臥 (拾他1、J) 建造的肘病房。












( 1)と(1) ，の比較によって、「拾我 VJ しかない(1)は恩恵かどうか文自体で













































































A. "ìj~Í" 構文と直接対 I B. "lfY"構文と交換でIc“i吉"構文と対応し
応する文 きる文 ない文
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v 立って、 r会社とi裂の若者がしっかちする J という動作から、なり



























本稿で辻、 (6)のような可動きかけ護接手Ij益j を表す fサセテモラウ」文のや訓
を“i者"構文と取り替えることができると考えられるが、 (23)では、“i書"構文と
の対応が成立しにくい。それは「サセテモラウj には「鵠きかけ装疑利政j と f他
人配慮利益j の区別が 1愛味であるからと足、われる。これについては今設の課，問とす










輿津敬一L~ß ・徐品華 (1982) iテモラウj とそれに対応するや司詰表現 -Hir











(2003) i受疏表現の新展開 (5) i ~てくれる/もらう」表現
中
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